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第１章　計画の目的等

　郡山市が保有する学校・市営住宅等の公共施設＊や上下水道・道路等のインフラ施設＊

（以下、「公共施設等＊」という。）の多くは、高度経済成長や昭和４０年から昭和５０年代の
急激な人口増加と都市化に伴い、市民ニーズに応える形で集中的に整備されてきました。
このような状況は、全国の自治体においても同様な状況にありますが、今後、これらの施
設は、老朽化により一斉に更新＊時期を迎えることになります。
　老朽化した公共施設等＊をこれまでと同じ考えで更新＊していくと、行財政運営の大きな
負担となり、一方、放置すれば平成２４年１２月に山梨県の中央道笹子トンネルで発生した天
井板崩落事故のように、利用する市民の安全・安心に重大な影響を及ぼしかねない状況に
あります。
　このため、今後の公共施設等＊の整備や更新、維持管理等については、施設の老朽化は
もとより、人口減少、少子高齢化による施設利用形態の変化や厳しい財政状況を踏まえ、
施設の点検・更新＊・集約化＊・多機能化＊・長寿命化＊等を効果的に、かつ計画的に行うこ
とで財政負担の軽減・平準化＊を図り、長期的視点で取組んでいく必要があります。
　このことから、公共施設等＊の効率的・効果的なマネジメント＊を実施し、将来の時代を
担う子供たちに、優良な資産を引き継ぎ、施設の質と量の最適化と、安全・安心で持続可
能な維持管理＊を実現するため、「郡山市公共施設等総合管理計画＊」を策定します。

１．計画の目的

第１章　計画の目的等
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第１章　計画の目的等

　本計画は、「郡山市行財政改革大綱＊（平成２７～２９年度）」を踏まえ、全庁横断的な公共
施設等＊マネジメント＊に関する基本方針として定めるものです。具体的な方針については、
今後、施設類型ごとの個別計画の中で検討していきます。
　また、国の「インフラ長寿命化基本計画＊」（平成２５年１１月２５日インフラ老朽化対策の推
進に関する関係省庁連絡会議決定）に基づき策定します。

２．計画の位置づけ

　本計画では、本市が所有する全ての公共施設＊及びインフラ施設＊を対象とし、その分類
は施設の用途で区分し、以下のとおりとします。

３．対象施設及び分類

施　　設　　類　　型分　類

１６類型集会施設、歴史・シンボル施設、図書館、スポーツ施設、学校、保育所、
庁舎等、防災施設、市営住宅、清掃関係施設、公衆便所等公共施設

４類型公園、水道施設、下水道施設、道路・橋梁インフラ施設

▼　計画の体系




